
学生調査について

目的背景

概要

【調査対象】
• 学部3年生（6年課程は4年生）

【調査方法】
• Web（スマホ等）によるアンケート調査

【調査項目(大問５問：10分程度で回答可)】
• 大学での授業や経験
• 学習時間
• 大学で受けた授業形態
• 大学教育で身に付けた知識や能力

【調査結果】
• 原則、大学・学部ごとの集計結果を公表
• 学生には調査結果をフィードバック

大学教育に対する国民の満足度は低い（日本の学生は勉強して

いない、大学は学生を育てていない等）。

学生がどのような能力を身に付けているかについて、社会に対

する説明や情報公表が不十分。

特に、18歳人口が減少する中、学修者本位の教育への転換が一

層問われるが、各大学が学びの主体である学生目線からの学び

の状況を把握し、社会に対する発信が課題。

全国的な学生調査により、学修の主体である学生の目線から大

学の教育力の発揮の実態を把握。

大学進学希望者など社会が理解しやすいよう、調査結果を原則

大学・学部毎に公表。

調査結果を踏まえ各大学が自ら教育改善を行う。

学生の目線から大学教育の実態を把握することで、国における

今後の政策立案の際のエビデンスとしても活用。

国が全国共通項目で、学びの主体である学生目線から大学教育や学びに関する調査を実施。
全大学の学部生対象に、在学中の学びの実態、身に付けた力、学習経験などについて網羅的に状況を把握。
大学が自ら教育改革に取り組み、社会が理解しやすいような形で公表し、学生の声を大学進学を目指す若者に届ける。

※令和元年度は一部の大学を対象に試行調査を実施

学生調査（実施イメージ）

－学生から見た各大学の教育の姿を可視化する大規模調査は初の試み－
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